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議
院
議
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鈴
木
貴
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福
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第
一
原
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に
お
け
る
汚
染
水
問
題
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す

る
。



衆
議
院
議
員
鈴
木
貴
子
君
提
出
福
島
第
一
原
発
に
お
け
る
汚
染
水
問
題
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

東
京
電
力
株
式
会
社
（
以
下
「
東
京
電
力
」
と
い
う
。
）
の
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
に
お
い
て
、
放
射
性
物
質
に
汚
染

さ
れ
た
地
下
水
が
同
発
電
所
の
港
湾
内
に
流
出
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
五
年
七
月
二
十
二

日
に
、
東
京
電
力
か
ら
報
告
を
受
け
た
。
ま
た
、
流
出
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
放
射
性
物
質
に
汚
染
さ
れ
た
地
下
水
の
量

に
つ
い
て
は
、
明
ら
か
で
な
い
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

平
成
二
十
五
年
九
月
七
日
に
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
が
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
）
で
行
っ
た
ス
ピ
ー
チ
の
原

稿
に
つ
い
て
は
、
内
閣
官
房
を
中
心
と
し
た
政
府
部
内
の
作
業
を
踏
ま
え
、
最
終
的
に
同
内
閣
総
理
大
臣
が
作
成
し
た
も
の

で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
、
決
裁
書
は
作
成
さ
れ
て
い
な
い
。

四
か
ら
六
ま
で
に
つ
い
て

一



東
京
電
力
の
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
に
お
い
て
は
、
汚
染
水
貯
水
タ
ン
ク
か
ら
の
汚
染
水
の
漏
え
い
等
の
個
々
の
事
象

は
発
生
し
て
い
る
が
、
同
発
電
所
の
港
湾
外
に
お
け
る
海
水
の
放
射
線
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
結
果
に
よ
れ
ば
、
放
射
性
物
質
の

濃
度
は
検
出
で
き
な
い
ほ
ど
低
い
か
、
基
準
濃
度
を
は
る
か
に
下
回
っ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
こ
の
た
め
、
汚
染
水
に
よ
る

放
射
性
物
質
の
影
響
が
見
ら
れ
る
の
は
同
発
電
所
の
港
湾
内
の
〇
・
三
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
完
全
に
ブ
ロ
ッ
ク
さ
れ
て
お

り
、
全
体
と
し
て
状
況
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

二


